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【高齢者支援室】

○老人福祉に関すること
・老人クラブ助成事業
・敬老の日訪問等
・高齢者等配食サービス事業
・在宅福祉アドバイザー活動促進事業

福祉事務所
社会福祉係業務の一部 健康保険課

　4月 1日　

４
月
か
ら
健
康
保
険
課
に

　
「
高
齢
者
支
援
室
」
が
で
き
ま
し
た

ご存知　ですか？

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課
高
齢
者
支
援
室

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
３
２

高齢者に関することを一括

　

こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
支
援
体

制
は
、
老
人
福
祉
に
関
す
る
部

署
と
介
護
保
険
に
関
す
る
部
署

に
分
け
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
超
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
高
齢

者
に
関
す
る
部
署
を
統
一
し
、

支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

高
齢
者
支
援
室
と
は

高
齢
者
支
援
室
の
役
割

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
立
し
、
社
会
参
画
し
な
が

ら
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

（
※
）」
を
構
築
し
ま
す
。

（
※
）
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
と
は
、
介
護
を
受
け
る
状
態

に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人

生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・

介
護
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
と
し
て
考

え
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

う
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

何が変わったの？

●包括支援センターが健康保険課内に移動しました。
●福祉事務所の社会福祉係で行っていた高齢者に
　関する事業などを高齢者支援室で行います。

元気な高齢者も
介護予防も要介護の認定者も
高齢者に関する事業や相談窓口が
1つになりました。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
、「
高
齢
者
支
援
室
」

が
高
齢
者
の
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

健
康
保
険
課
「
高
齢
者
支
援
室
」
窓
口
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

高齢者支援室
（健康保険課内）
齢齢者者支

正面玄関

市民生活課福祉事務所

広報市民
相談室



シカネット補助対象品
変更のお知らせ

●
鳥
獣
被
害
か
ら
農
作
物
を
守

る
た
め
の
支
援
事
業

　

シ
カ
侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
購
入
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
扱
店
舗
に
て
、
補
助
金
を
差

し
引
い
た
価
格
で
購
入
で
き
ま
す
。

【
取
扱
店
舗
】

●　

Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
生
産
資
材
課　

　
（
物
流
セ
ン
タ
ー
）

●　

（
有
）
川
崎
肥
料
店

●　

（
有
）
南
光
種
苗

■問い合わせ先

「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
と
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
に
関
す
る

情
報
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
の
取

り
扱
い
の
原
則
を
定
め
る
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
が
自
分
に
関
す
る
情

報
が
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い

る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
も
し

も
間
違
っ
た
情
報
が
記
録
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
訂
正
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
保
障
す

る
制
度
で
す
。

　

西
之
表
市
で
は
、
従
来
の
電
子

計
算
組
織
利
用
に
係
る
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
を
全
面
的

に
見
直
し
、
平
成
17
年
7
月
1
日

か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
情
報
公
開
制
度
」
と
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
、

市
の
保
有
す
る
行
政
文
書
を
広
く

公
開
す
る
制
度
で
す
。
西
之
表
市

で
は
、
平
成
14
年
7
月
1
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
実
施
状
況
を
左

表
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1. 行政文書の開示請求の処理状況
請

求

件

数

請求の決定内容
全
部
開
示

一
部
開
示

不

開

示

存
否
応
答
拒
否

行
政
文
書
不
存
在

情
報
提
供

取

下

げ
15 9 2 0 0 2 0 2

2. 行政文書の開示請求の実施機関別処理状況

実施機関
請 

求 

件 

数

左の処理状況
全
部
開
示

一
部
開
示

不

開

示

存
否
応
答
拒
否

行
政
文
書
不
存
在

情
報
提
供

取

下

げ
市長 6 2 1 2 1
教育委員会 0
選挙管理委員会 0
公平委員会 0
監査委員 0
農業委員会 0
固定資産評価審査委員会 0
市議会 9 7 1 1
合計 15 9 2 2 2

3. 不服申立ての状況・・・異議申立件数　0件

　

な
お
、
個
人
情
報
の
開
示
な

ど
に
つ
い
て
は
、
本
人
か
本
人

の
法
定
代
理
人
が
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
運
用
状
況
を
、

左
記
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

1
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録
件
数

　

１
７
３
件

2
保
有
個
人
情
報
の
開
示
、
訂

正
及
び
利
用
停
止
の
請
求
件
数

並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
対
応

状
況

　

（1）
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求

　
　

０
件

　

（2）
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
請
求

　
　

0
件

　

（3）
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
請
求

　
　

0
件

3
不
服
申
立
て
の
状
況

　

異
議
申
立
件
数
…
…
0
件

情報公開・個人情報保護に
関する取り組み
【平成 25 年度取扱状況の公表】

■問い合わせ先

5 月 31 日まで（変更前）
目合い 補助率 補助対象
15 ㎝

1/3 以内 ○12 ㎝
10 ㎝
以下

6 月 1 日から（変更後）
目合い 補助率 補助対象
15 ㎝ － ×

12 ㎝ 1/3 以内
材質強化されたものは

○
10 ㎝
以下 1/3 以内 ○

　

目
合
い
15
セ
ン
チ
の
ネ
ッ
ト

は
、
噛
み
切
ら
れ
た
り
、
押
し
広

げ
ら
れ
た
り
す
る
た
め
、
鳥
獣

被
害
対
策
の
未
然
防
止
効
果
が
低

い
と
し
て
、
補
助
対
象
か
ら
外
れ

ま
す
。
12
セ
ン
チ
に
つ
い
て
は
、

従
来
品
に
比
べ
材
質
等
が
強
化

（
網
の
直
径
が
太
く
な
っ
た
も
の
）

さ
れ
た
も
の
は
引
き
続
き
補
助
対

象
で
す
。



　

特
定
健
診
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
約
６
割
を
占
め
る
生
活
習
慣

病
（
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
等
）
の
予
防
の
た
め
に
、
40

〜
74
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）』
に
着
目
し
た
健
診
で
す
。
健
診
を
受
診
し
、
生

活
習
慣
を
見
直
し
改
善
す
る
こ
と
で
、
動
脈
硬
化
、
脳
卒
中
、
心
臓

病
な
ど
の
深
刻
な
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
・
医

療
費
の
適
正
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

西
之
表
市
に
お
い
て
も
平
成
25
年
度
特
定
健
診
（
集
団
）
受
診
者

８
３
２
人
の
う
ち
、
精
密
検
査
の
必
要
な
方
が
１
０
０
人
、
治
療
を

要
す
る
方
が
２
８
３
人
と
早
期
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
っ
て
？

　

西
之
表
市
の
平
成
25
年
度
健
診
受
診
率
は
、３
５
．
７
％（
２

月
末
時
点
）
で
、前
年
度
（
平
成
24
年
度
受
診
率
３
１
．
１
％
）

よ
り
受
診
率
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
鹿
児
島
県
平

均
４
０
．
９
％
（
平
成
24
年
度
）
を
下
回
り
、
熊
毛
地
区
管

内
で
も
最
下
位
の
現
状
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
県
内
で
は
受
診
率
70
％
を
達
成
し
て
い
る
市

町
村
も
あ
り
ま
す
。

熊
毛
地
区
最
下
位
の
現
状
・
・
・

国保の特定健診が始まります。
健康を維持するために
必ず受診しましょう！

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000

鹿児島県生活習慣病患者
西之表市生活習慣病患者

鹿児島県
西之表市

健診受診者

健診未受診者

健診未受診者の医療費は、

受診者の  約 2倍

鹿児島県平均 40.9％
西之表市 31.1％
中種子町 49.8％
南種子町 51.5％
屋久島町 49.4％

平成 24 年度
特定健診受診率

■問い合わせ先
　市役所健康保険課国民健康保険係
　℡ 22‐1111 内線 311.312

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000

鹿児島県生活習慣病患者
西之表市生活習慣病患者

鹿児島県
西之表市

健診受診者

健健診未受診者

健診未受診者の医療費は、

受診者の  約 2倍

健診受診者・未受診者別
一人あたりの医療費 /年

　
「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」「
健
康
だ
か
ら
・
・
・
」

と
い
ろ
い
ろ
な
理
由
を
つ
け
て
、
健
診
を
受
け
な
い
で

い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
重
篤
な
病
気
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
の
う
ち
の
１
つ
で
す
。

　

つ
ら
い
治
療
や
高
額
な
医
療
費
な
ど
の
リ
ス
ク
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
、
年
に
１
回
の
特
定
健
診
や

各
が
ん
検
診
を
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

円



〇
人
間
ド
ッ
ク
受
診

　

結
果
票
の
写
し
を
国
民
健
康
保
険
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
助

成
申
請
後
に
受
診
さ
れ
た
方
は
提
出
不
要
で
す
。）

〇
通
院
中
で
定
期
的
に
検
査
を
受
け
て
い
る
方

　

医
療
機
関
で
定
期
的
に
受
け
て
い
る
検
査
結
果
を
情
報
提
供
票(

別

途
必
要)

に
て
医
療
機
関
か
ら
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
職
場
健
診

　

職
場
健
診
の
結
果
票
の
写
し
を
国
民
健
康
保
険
係
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
受
診
時
に
特
定
健
診
の
受
診
券
を
使
用
で
き
る
事
業
所
が
あ

り
ま
す
。）

※
75
歳
以
上
の
方
は
長
寿
健
診
を
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
・
市
内
契

約
医
療
機
関
に
て
受
診
で
き
ま
す
。

平
成
26
年
度
特
定
健
診
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
を
対
象
に
特
定
健
診
の
受
診
券

（
緑
色
ハ
ガ
キ
）
を
５
月
中
旬
以
降
に
配
布
し
ま
す
。
こ
の
受
診
券
（
緑

色
ハ
ガ
キ
）
を
持
っ
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
や
医
療
機
関
に
て

無
料
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

集
団
健
診
と

　
　

契
約
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
に
つ
い
て

 

集
団
健
診
：
が
ん
検
診
と
同
日
受
診
が
で
き
て
お
得
！

　
　
　
　
　
　
　

６
月
11
日（
水
）〜
６
月
14
日（
土
）と
７
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

〜
７
月
30
日
（
水
）
に
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
で
受

　
　
　
　
　
　

診
で
き
ま
す
。
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
早
朝
７

　
　
　
　
　
　

時
30
分
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

 

個
別
健
診
：
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
受
診
で
安
心
！

　
　
　
　
　
　
　

６
月
〜
１
月
末
ま
で
受
診
で
き
ま
す
。
健
診
が
可
能

　
　
　
　
　
　

な
医
療
機
関
は
受
診
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
自

　
　
　
　
　
　

分
の
都
合
の
良
い
時
期
に
受
診
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

※
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

特
定
健
診
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
受
診
し
た
こ
と
に
で
き
ま
す

西之表市の特定健診はとってもお得！
お得 1　特定健診の受診料が無料
お得 2　受診された方には元気度アップポイント 4ポイント付与
お得 3　受診された方には景品 ( 指定ごみ袋 ) 引換券を進呈

自
分
や
家
族
の

　
　
　
　

健
康
の
た
め

み
ん
な
で

　
　

声
を
掛
け
合
っ
て
、

よ
ろ
〜
て

　

健
診
を
受
診
し
よ
う
！

〇
身
体
計
測
（
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲
）

〇
血
圧
測
定
・
問
診

〇
血
液
検
査　

〇
尿
検
査　

〇
医
師
の
判
断
に
よ
る
追
加
検
査
（
貧
血
、
眼
底
、
心
電
図
）

〇
腎
機
能
検
査
（
市
独
自
の
追
加
項
目
）

特
定
健
診
の
検
査
項
目



市
職
員
の
人
事
異
動

　

市
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
及
び
4
月
1
日

付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の
と
お
り
発
令
し

ま
し
た
。

※
氏
名
／
新
所
属
（
旧
所
属
）
で
記
載

平
成
26
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

小
山
田
米
也
／
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

竹
迫
謙
二
／
財
産
監
理
課
長

長
野
均
／
西
之
表
市
農
業
振
興
公
社
事
務
局
長

芝
和
廣
／
福
祉
事
務
所
長

園
山
弘
人
／
水
道
課
長

羽
生
武
成
／
市
民
生
活
課
西
京
苑
管
理
係
長

平
野
律
子
／
市
民
生
活
課
主
査

内
田
さ
え
子
／
福
祉
事
務
所
古
田
へ
き
地
保
育

園
園
長

曽
木
和
久
子
／
安
納
小
学
校
技
術
主
査

小
倉
眞
理
子
／
下
西
小
学
校
技
術
主
査

江
口
眞
美
子
／
立
山
小
学
校
技
術
主
査

松
下
み
つ
子
／
市
民
生
活
課
主
査

平
原
春
美
／
健
康
保
険
課
主
査

平
成
26
年
４
月
１
日
付

【
課
長
級
】

日
髙
研
一
／
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
監
査

委
員
事
務
局
長
併
公
平
委
員
会
事
務
局
長
）

阿
世
知
美
代
子
／
監
査
委
員
事
務
局
長
併
公
平

委
員
会
事
務
局
長
（
福
祉
事
務
所
次
長
兼
子
育

て
支
援
係
長
）

鎌
田
員
訓
／
財
産
監
理
課
長
（
財
産
監
理
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長
）

松
元
明
和
／
経
済
観
光
課
長
（
経
済
観
光
課
長

補
佐
兼
商
工
政
策
係
長
兼
産
業
創
出
雇
用
推
進

室
長
）

小
山
田
八
重
子
／
福
祉
事
務
所
長
（
市
民
生
活

課
長
補
佐
兼
広
報
市
民
相
談
室
長
）

福
山
隆
一
／
水
道
課
長
（
経
済
観
光
課
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

日
笠
山
昭
代
／
健
康
保
険
課
長
補
佐
兼
高
齢
者

支
援
室
長
（
健
康
保
険
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険

係
長
）

園
田
博
己
／
農
林
水
産
課
技
術
補
佐
（
農
林
水

産
課
技
術
補
佐
兼
農
政
係
長
）

前
園
美
子
／
財
産
監
理
課
総
括
補
佐
兼
管
理
係

長
（
教
育
委
員
会
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

兼
施
設
係
長
）

河
本
文
男
／
福
祉
事
務
所
総
括
次
長
兼
子
育
て

支
援
係
長（
総
務
課
総
括
補
佐
兼
防
災
安
全
係
長
）

松
下
成
悟
／
地
域
支
援
課
総
括
補
佐
兼
地
域
振

興
係
長（
地
域
支
援
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
）

吉
田
孝
一
／
総
務
課
総
括
補
佐
兼
人
事
係
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
人
事
係
長
）

笹
川
美
子
／
健
康
保
険
課
技
術
補
佐
兼
高
齢
者

支
援
室
包
括
支
援
係
長
（
健
康
保
険
課
技
術
補

佐
兼
包
括
支
援
係
長
）

下
川
由
喜
／
地
域
支
援
課
長
補
佐
兼
市
民
活
動

支
援
係
長
（
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係
長
）

奥
村
裕
昭
／
財
産
監
理
課
長
補
佐
兼
登
記
係
長

（
財
産
監
理
課
登
記
係
長
）

下
川
昭
代
／
福
祉
事
務
所
次
長
兼
社
会
福
祉
係

長
（
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
長
）

【
係
長
級
】

鎌
倉
久
美
子
／
健
康
保
険
課
高
齢
者
支
援
室
介

護
保
険
係
長
（
税
務
課
管
理
係
長
）

河
内
尚
子
／
市
民
生
活
課
広
報
市
民
相
談
室
長

（
地
域
支
援
課
市
民
活
動
支
援
係
長
）

西
門
博
文
／
教
育
委
員
会
総
務
課
庶
務
係
長
兼

施
設
係
長
（
水
道
課
管
理
係
長
）

川
畑
利
昭
／
市
民
生
活
課
西
京
苑
管
理
係
長

（
市
民
生
活
課
主
査
）

戸
川
る
み
子
／
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

長
（
健
康
保
険
課
主
査
）

小
川
政
幸
／
水
道
課
管
理
係
長
（
福
祉
事
務
所

援
護
係
長
）

高
石
心
平
／
税
務
課
管
理
係
長
（
経
済
観
光
課

観
光
交
流
室
長
）

長
瀬
正
行
／
福
祉
事
務
所
援
護
係
長
（
福
祉
事

務
所
主
査
）

日
笠
山
望
／
農
林
水
産
課
農
政
係
長
（
議
会
事

務
局
主
査
）

岩
下
栄
一
／
経
済
観
光
課
商
工
政
策
係
長
兼
産

業
創
出
雇
用
推
進
室
長
（
農
林
水
産
課
主
査
）

永
松
一
郎
／
鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
学
務
課
へ

転
出
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指
導
係
長
）

山
田
島
規
浩
／
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指
導

係
長
（
鹿
児
島
市
谷
山
小
学
校
か
ら
転
入
）

長
濱
洋
志
／
総
務
課
防
災
安
全
係
長
（
総
務
課

主
査
）

下
村
英
之
／
総
務
課
行
政
秘
書
係
副
長
（
建
設

課
主
査
）

鮫
嶋
健
司
／
経
済
観
光
課
観
光
交
流
室
長
（
九

州
観
光
推
進
機
構
派
遣
）

【
主
査
級
】

貴
島
美　

子
／
健
康
保
険
課
主
査
（
福
祉
事
務

所
主
査
）

小
倉
千
穂
子
／
水
道
課
主
査（
農
業
委
員
会
主
査
）

德
ゆ
か
り
／
健
康
保
険
課
主
査
（
水
道
課
主
査
）

深
田
修
史
／
市
民
生
活
課
主
査
（
税
務
課
主
査
）

美
坂
達
也
／
財
産
監
理
課
主
査（
総
務
課
付
主
査
）

横
山
め
ぐ
み
／
税
務
課
主
査（
議
会
事
務
局
主
査
）

小
川
数
馬
／
総
務
課
主
査
併
選
挙
管
理
委
員
会

主
査
（
選
挙
管
理
委
員
会
主
査
）

長
田
英
範
／
農
林
水
産
課
主
査
（
行
政
経
営
課

主
査
）

木
原
威
一
郎
／
建
設
課
技
術
主
査
（
建
設
課
）

山
田
恵
美
子
／
総
務
課
付
主
査
（
福
祉
事
務
所

主
査
）

永
田
和
孝
／
農
林
水
産
課
主
査
（
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
主
査
）

提
省
吾
／
福
祉
事
務
所
主
査
（
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
主
査
）

江
口
ひ
と
み
／
健
康
保
険
課
技
術
主
査
（
健
康

保
険
課
）

榎
本
亜
希
子
／
健
康
保
険
課
技
術
主
査
（
健
康

保
険
課
）

山
中
寿
和
／
行
政
経
営
課
主
査
（
税
務
課
主
査
）

鎌
田
敏
幸
／
総
務
課
主
査
（
種
子
島
地
区
広
域

事
務
組
合
派
遣
）

中
島
恵
／
議
会
事
務
局
主
査
（
総
務
課
付
主
査
）

牧
太
洋
／
種
子
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣

（
市
民
生
活
課
主
査
）

久
保
孝
平
／
健
康
保
険
課
主
査
（
健
康
保
険
課
）

内
村
理
恵
子
／
健
康
保
険
課
主
査（
健
康
保
険
課
）

石
寺
義
和
／
会
計
課
主
査
（
行
政
経
営
課
主
査
）

塩
﨑
慎
太
郎
／
行
政
経
営
課
主
査（
行
政
経
営
課
）

【
一
般
職
】

江
口
祐
樹
／
建
設
課
（
財
産
管
理
課
）

中
野
美
加
／
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
（
健
康
保
険
課
）

吉
元
知
子
／
健
康
保
険
課
（
総
務
課
）

河
口
由
美
／
総
務
課
付
（
会
計
課
）

前
之
園
公
貴
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
税



務
課
）

渡
邊
仁
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
農
林
水

産
課
）

大
河
舞
子
／
健
康
保
険
課
（
総
務
課
付
）

渉
皓
貴
／
税
務
課
（
農
林
水
産
課
）

川
畑
公
和
／
議
会
事
務
局
（
経
済
観
光
課
）

大
河
翔
馬
／
財
産
監
理
課
（
福
祉
事
務
所
）

川
村
勇
矢
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
総
務

課
）

國
浦
美
咲
／
健
康
保
険
課
（
会
計
課
）

永
田
将
士
／
福
祉
事
務
所
（
新
規
採
用
）

和
田
帆
波
／
総
務
課
（
新
規
採
用
）

小
山
田
彩
乃
／
経
済
観
光
課
（
新
規
採
用
）

開
田
華
奈
子
／
福
祉
事
務
所
（
新
規
採
用
）

押
領
司
舞
／
農
林
水
産
課
（
新
規
採
用
）

【
学
校
職
員
】

中
村
千
恵
子
／
立
山
小
学
校
技
術
主
査
（
古
田

小
学
校
技
術
主
査
）

【
再
任
用
職
員
】

長
野
均
／
西
之
表
市
農
業
振
興
公
社
派
遣
事
務

局
長
（
西
之
表
市
農
業
振
興
公
社
派
遣
事
務
局

長
）

内
田
さ
え
子
／
福
祉
事
務
所
古
田
へ
き
地
保
育

園
園
長
（
福
祉
事
務
所
古
田
へ
き
地
保
育
園
園

長
）

平
野
律
子
／
市
民
生
活
課
主
査
（
市
民
生
活
課

主
査
）

熊
毛
地
区
消
防
組
合
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日

及
び
4
月
1
日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の
と

お
り
発
令
し
ま
し
た
。

※
氏
名
／
新
所
属
（
旧
所
属
）

平
成
26
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

阿
世
知
時
則
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
長

川
﨑
剛
／
予
防
課
長
補
佐
兼
危
険
物
係
長
兼
西

之
表
消
防
署
分
隊
長

永
綱
末
也
／
屋
久
島
南
分
遣
所
長

平
成
26
年
４
月
１
日
付

【
消
防
長
の
発
令
】

能
野
惣
市
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
長
（
次

長
兼
予
防
課
長
兼
西
之
表
消
防
署
長
）

【
人
事
異
動
等
】

阿
世
知
勇
一
／
次
長
兼
警
防
課
長
兼
西
之
表
消

防
署
長
（
警
防
課
長
兼
西
之
表
消
防
署
副
署
長

兼
西
之
表
消
防
署
分
隊
長
）

栁
川
孝
幸
／
総
務
課
長
兼
西
之
表
消
防
署
副
署

長
（
総
務
課
長
）

鮫
島
友
次
郎
／
予
防
課
長
（
西
之
表
消
防
署
主

幹
兼
庶
務
係
長
）

稲
子
浩
二
／
予
防
課
長
補
佐
兼
西
之
表
消
防
署

予
防
主
幹
兼
西
之
表
消
防
署
分
隊
長
（
予
防
課

長
補
佐
兼
予
防
係
長
兼
西
之
表
消
防
署
分
隊
長
）

上
妻
初
生
／
西
之
表
消
防
署
庶
務
主
幹
兼
庶
務

係
長
兼
西
之
表
消
防
署
分
隊
長
（
警
防
課
長
補

佐
兼
警
防
救
助
係
長
）

坂
元
孝
徳
／
警
防
課
長
補
佐
兼
西
之
表
消
防
署

警
防
主
幹
兼
西
之
表
消
防
署
分
隊
長
（
警
防
課

長
補
佐
兼
救
急
係
長
）

松
元
博
之
／
警
防
課
警
防
救
助
係
長
兼
西
之
表

消
防
署
警
防
係
長
（
警
防
救
助
担
当
）（
西
之

表
消
防
署
警
防
係
長
）

牧
内
敬
一
／
予
防
課
予
防
係
長
兼
西
之
表
消
防

署
予
防
係
長
（
予
防
担
当
）（
西
之
表
消
防
署

予
防
係
長
）

大
田
太
／
予
防
課
危
険
物
係
長
兼
西
之
表
消
防

署
予
防
係
長
（
危
険
物
担
当
）（
予
防
課
主
査

兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
主
査
）

深
田
力
／
警
防
課
救
急
係
長
兼
西
之
表
消
防
署

警
防
係
長
（
救
急
担
当
）（
警
防
課
主
査
兼
西

之
表
消
防
署
警
防
係
主
査
）

美
坂
浩
幸
／
総
務
課
主
査
兼
西
之
表
消
防
署

（
総
務
課
主
査
（
毎
日
勤
務
））

中
里
孝
二
／
西
之
表
消
防
署
庶
務
係
主
査
（
警

防
課
主
査
兼
西
之
表
消
防
署
警
防
係
主
査
）

増
尾
浩
美
／
総
務
課
主
査
兼
西
之
表
消
防
署

（
総
務
課
兼
西
之
表
消
防
署
）

松
原
貴
志
／
総
務
課
兼
西
之
表
消
防
署
（
予
防

課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
）

大
仁
田
達
彦
／
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警
防

係
（
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
）

遠
藤
虎
太
郎
／
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警
防

係
（
西
之
表
消
防
署
庶
務
係
）

永
田
大
士
／
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係

（
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警
防
係
）

河
口
嘉
斉
／
南
種
子
分
遣
所
予
防
係
長
（
南
種

子
分
遣
所
予
防
係
長
兼
分
隊
長
）

茅
切
正
次
／
南
種
子
分
遣
所
警
防
係
長
兼
分
隊

長
（
南
種
子
分
遣
所
庶
務
係
長
兼
分
隊
長
）

宮
満
／
南
種
子
分
遣
所
庶
務
係
長
（
南
種
子
分

遣
所
警
防
係
長
）

園
田
富
士
夫
／
南
種
子
分
遣
所
分
隊
長
（
南
種

子
分
遣
所
主
査
）

日
高
寛
昭
／
屋
久
島
南
分
遣
所
長
（
屋
久
島
北

分
遣
所
副
分
遣
所
長
兼
分
隊
長
）

濱
崎
光
広
／
屋
久
島
北
分
遣
所
副
分
遣
所
長
兼

分
隊
長
（
屋
久
島
南
分
遣
所
警
防
係
長
兼
分
隊

長
）

内
村
信
一
郎
／
屋
久
島
南
分
遣
所
庶
務
係
長
兼

分
隊
長
（
屋
久
島
南
分
遣
所
庶
務
係
長
）

日
高
徳
生
／
屋
久
島
南
分
遣
所
警
防
係
長
（
屋

久
島
北
分
遣
所
主
査
）

髙
橋
宏
樹
／
屋
久
島
北
分
遣
所
主
査
（
屋
久
島

南
分
遣
所
主
査
）

川
﨑
英
樹
／
屋
久
島
北
分
遣
所
主
査
（
屋
久
島

南
分
遣
所
主
査
）

日
髙
正
樹
／
屋
久
島
南
分
遣
所
主
査
（
屋
久
島

北
分
遣
所
主
査
）

【
昇
任
】

能
野
惣
市
／
消
防
司
令
長
（
消
防
本
部
）

鮫
島
友
次
郎
／
消
防
司
令
（
消
防
本
部
）

日
高
寛
昭
／
消
防
司
令
（
屋
久
島
南
分
遣
所
）

濱
崎
光
広
／
消
防
司
令
補
（
屋
久
島
北
分
遣
所
）

松
原
貴
志
／
消
防
士
長
（
西
之
表
消
防
署
）

大
角
良
太
／
消
防
士
長
（
屋
久
島
南
分
遣
所
）

岩
川
和
也
／
消
防
副
士
長
（
屋
久
島
南
分
遣
所
）

【
新
規
採
用
】

野
里
健
太
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏
員
消

防
士
西
之
表
消
防
署
消
防
技
師

濱
元
慶
治
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏
員
消

防
士
西
之
表
消
防
署
消
防
技
師

林
孝
司
郎
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏
員
消

防
士
中
種
子
分
遣
所
消
防
技
師

日
髙
智
貴
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏
員
消

防
士
屋
久
島
南
分
遣
所
消
防
技
師



　

み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
「
西
之
表
市

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
及

び
「
か
ご
し
ま
応
援
寄
附
金
」

は
、
次
の
事
業
の
財
源
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

☆
独
身
男
女
に
出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
☆

「
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

　

独
身
男
女
が
出
会
う
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、『「
島
コ
ン
！
」

in
鹿
児
島
市
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

男
性
11
名
・
女
性
11
名
（
う
ち

島
外
６
名
）
と
少
数
の
参
加
で
し

た
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
・
食
事
会
で

交
流
を
深
め
、
数
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
成
立
し
ま
し
た
。

　

本
市
大
字
地
域
に
お
い
て
は
、

花
嫁
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
独
身
男

女
の
懸
け
橋
と
な
る
よ
う
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

☆
郷
土
芸
能
を
と
お
し
て
地
域
の
文
化
交
流
を
図
り
ま
し
た
☆

「
古
田
獅
子
舞
伝
承
１
０
０
周
年
記
念
事
業
」

　

古
田
校
区
で
は
、
鹿
児
島
県
指

定
文
化
財
で
あ
る「
古
田
獅
子
舞
」

が
伝
承
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
伝

承
元
の
大
分
県
津
久
見
市
平
岩
獅

子
舞
保
存
会
の
皆
さ
ん
を
招
聘
し

て
盛
大
な
記
念
願
成
就
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。
西
之
表
市
で
の
ふ
た

つ
の
獅
子
舞
共
演
は
初
め
て
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
観
覧
客

で
賑
わ
い
、
勇
壮
な
舞
に
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

☆
山
あ
い
の
里
に
学
び
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
☆

　

中
割
校
区
に
あ
る
「
な
か
わ
り
生
姜

山
農
園
」
の
活
動
の
中
で
、
土
づ
く
り

の
講
師
を
招
い
た
実
習
や
エ
ク
ア
ド
ル

産
カ
カ
オ
か
ら
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り

体
験
を
通
し
て
、
新
し
い
学
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
九
州
・

山
口
有
機
農
業
大
会
」
へ
参
加
し
、
有

機
農
業
や
自
然
栽
培
に
携
わ
っ
て
い
る

方
た
ち
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
小
さ
な
里
の
元
気

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
な
か
わ
り
生
姜
山
農
園
自
立
支
援
事
業
」

☆
図
書
を
購
入
し
、
榕
城
小
学

　

校
へ
届
け
ま
し
た
☆

　

寄
付
者
の
意
向
に
よ
り
、
榕
城

小
学
校
へ
図
書
を
届
け
ま
し
た
。

西之表市
ふるさと応援寄附金
かごしま応援寄附金

■問い合わせ先
　地域支援課市民活動支援係
　℡ 22‐1111 内線 214



『西之表市協働の
　　　　地域づくり推進事業』

　

市
で
は
、
市
民
と
行
政
が
一
緒

に
な
っ
て
地
域
の
抱
え
て
い
る

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
、
市

民
の
提
案
型
事
業
「
西
之
表
市

協
働
の
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
採
択
さ
れ
た

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
※
平
成
26
年
度
事
業
も
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

萌
え
キ
ャ
ラ
で
地
域
活
性
化
事
業

●
事
業
実
施
主
体

　

萌
え
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
西
之
表

　

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
ノ
ー
ツ
の

影
響
で
訪
れ
る
観
光
客
や
全
国

に
ま
た
が
る
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
に

対
し
て
、
西
之
表
独
自
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
（
通
称
：
萌
え
キ
ャ

ラ
）
を
作
成
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
し
た
。（
第
１
回
か
ご

し
ま
漫
画
ク
ロ
デ
ミ
ー
賞
に

て
佳
作
受
賞
）

　

今
後
、
特
産
品
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
・
観
光
Ｐ
Ｒ
等
に
も
萌
え

キ
ャ
ラ
が
利
用
で
き
、
新
た
な

種
子
島
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
街
づ
く
り
事
業

●
事
業
実
施
主
体

　

ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部

　

商
店
街
の
ス
ペ
ー
ス
等
を
利
用

し
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
し
な
が

ら
女
性
の
交
流
の
場
を
作
り
、
商

店
街
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
立
ち
上

げ
た
団
体
で
す
。 

苔
玉
づ
く
り
・

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ラ
ワ
ー
づ
く
り

等
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

や
「
わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
」
の
無
料
体
験
会
を
実
施

し
、
育
児
を
行
っ
て
い
る
母
親
を

中
心
に
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
親
と
子
が
向
き
合
え

る
機
会
や
親
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
環
境
、
親
同
士
の
新
た
な
交

流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
子

育
て
し
や
す
い
街
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

■問い合わせ先
　地域支援課市民活動支援係　℡ 22‐1111 内線 214

西之表市ふるさと応援寄附金（本市への直接寄附）
全 21 件　（関東 14 件、関西 2 件、
　　　　　　東海 1件、九州 4件）

かごしま応援寄附金（鹿児島県を経由して本市へ寄附）
全 8件
（関東 5件、関西 3件）

西
之
表
市
の
取
り
組
み

平成 25 年度
西之表市ふるさと応援寄附金
・かごしま応援寄附金の総額

多大なご支援ありがとうございました



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

平成 26 年度入学者数

◎小学校
　榕城小学校 … 98 名
　上西小学校 …   3 名
　下西小学校 … 16 名
　国上小学校 …   9 名
　伊関小学校 …   4 名
　安納小学校 …   5 名

◎中学校
　種子島中学校 … 166名

現和小学校 … 11 名
　安城小学校 …   1 名
　立山小学校 …   0 名
　古田小学校 …   4 名
　住吉小学校 …   4 名

▲前田さん家族と大久保校長（左）、
吉満教頭（右）、担任の丸田先生（左 2）

▲新入生呼名。名前を呼ばれた生徒は、保護者に
向かって立ち、クラスごとに紹介されました。

ご入学おめでとうございます

4
 7
44
 777

　私達の桜園部落は、大正 3年の桜島の
大爆発により罹災した桜島罹災民 86世帯
529 人が、大正 3年 4月 13日当地に入植
し、桜島のような農業の楽園にと「桜園」
と命名して誕生しました。その後、大正末
期頃になると沖永良部島からの移住者な
どが入植。以来、先人達は幾多の困難苦難
を乗り越え、お互い協力し合いながら、部
落発展のため尽力されました。桜園の歴史
は、先人達のこうした「汗と涙の結晶」な
のです。（以下省略。）

碑文（冒頭の紹介）

4
 13
44
 1113



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

3
 下旬
33
 下下下

3
 下旬
33
 下下下

4
 上旬
44
 上上上

立
山
小
学
校
の
安
全
教
室
の
様
子

▲



4
 2
44
 22

ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

3
 26
33
 2226

卒
業
生
【
写
真
左
か
ら
濵
川
さ
ん
、

　
　
　
　

椎
木
さ
ん
、
折
口
さ
ん
】

▲

3
 18
33
 118

3
 30
33
 330

4
7
44
777写

真
左
か
ら
武
村
知
英
君
と

白
木
翔
太
朗
君

▲



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

生落花生　　　　　　………1カップ 
水　　　　　　　　　……… 4 ～ 5カップ
でんぷん（からいも）……… 1 カップ

梅干し……1個、みりん……大さじ 1
醤油……大さじ 2、砂糖……大さじ 1

①落花生は一晩水につけておく。
②熱湯をかけて 20 分おき皮をとり、すりばちでよくつぶし、分量の
水を加えて布きんでこし、よくしぼり、白い液をつくる。
③②を鍋に入れ、その中にでんぷんを入れて、よく混ぜ火にかける。※火は必ず中火、よく練ることがコツです。
④鍋の下にでんぷんがたまらないように注意しながらかきまぜる。透明になって固まってきたら、とろ火でゆっくりねり上げ、
それを形に流す。少し冷やしてから冷蔵庫に入れる。
⑤たれの材料を混ぜ、豆腐にかける。※たれは、生姜醤油、落花生醤油でもおいしいです。
※始めに落花生を炒っても、香ばしく仕上がり、おいしいですよ。（色は、薄茶色になります。）

4
 2
44
 22

4 
7
44 
777

4
 1
44
 111

▲写真左より和田帆波、小山田彩乃、永田将士、
押領司舞、開田華奈子（敬称略）



【
寿
大
学
】

　

市
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
学
で
き

ま
す
。
左
表
の
と
お
り
、
様
々
な
学
習
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
、
憩
い
の
場
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
高
齢
者
学
級
】

　

現
在
、
下
西
・
伊
関
・
立
山
・
古
田
の
４
校
区
で
実
施
さ
れ
、
校

区
ご
と
に
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

寿
大
学
に
参
加
さ
れ
た
方
の
感
想

　

・
友
達
が
で
き
、
み
ん
な
と
会
え
る
こ
と
が
楽
し
み
。

　

・
と
て
も
い
い
講
話
を
聞
け
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
み
。

　

・
た
く
さ
ん
の
人
に
出
席
し
て
ほ
し
い
。

た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た

高
齢
者
の
学
び
と
憩
い
の
場｢

寿
大
学｣

　
　
　

み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
今
年
も
甲
女
川
に
こ
い
の

ぼ
り
の
掲
揚
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

4
月
号
で
こ
い
の
ぼ
り
の
寄
付
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
多
数
の
こ

い
の
ぼ
り
が
届
き
、
遠
く
は
兵
庫
県
神
戸
市
在
住
の
出
郷
者
の
方
か

ら
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ
り
達
は
、
出
郷
者
の
方
々
の
ふ
る
さ
と
へ

の
思
い
も
乗
せ
て
、
元
気
よ
く
空
を
泳
い
で
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い
目
で
、
子
ど
も
達
を
見
守
り
続
け
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

○
寄
付
者
（
順
不
同
）

　
　

荒
牧　

隆
昭
さ
ん　
　
　

松
元　

貴
弘
さ
ん

　
　

松
浦　

八
重
子
さ
ん　
　

小
山
田　

一
郎
さ
ん

　
　

川
島　

ト
シ
子
さ
ん　
　

石
村　

美
紀
さ
ん

平成 26 年度　寿大学　学習計画

金 開講式、学生総会

金 講話「 人権について 」
お楽しみタイム

木 ふるさと少年の主張発表大会

木 講話「消費生活」

木 講話「交通安全について」

木 講話「健康について」
お楽しみタイム

木 講話「防災について」
お楽しみタイム

水 学園祭

水 講話「たのしい老後のためには・・」
お楽しみ抽選会

日 にしのおもて市民フェア

水 閉講式、学生総会

　皆様からいただいたこい
のぼりは、5月 8日（木）
まで甲女川に掲げ、子ども
達の成長を見守ります。
※引き続きこいのぼりの寄
付を受付けておりますの
で、よろしくお願いします。

男
女
共
同
参
画
っ
て
？

　

女
性
、
男
性
と
い
っ
た
性
別

に
関
係
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が

持
っ
て
い
る
性
格
や
長
所
を
活

か
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
み

ん
な
で
協
力
し
あ
っ
て
い
く
こ

と
を
男
女
共
同
参
画
と
い
い
ま

す
。
誰
に
と
っ
て
も
安
心
・
安

全
で
心
豊
か
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
性
別
に
関
係
な
く
、
一
人
ひ

と
り
が
社
会
に
参
画
す
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
は
、
平
等
な

社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

・
一
人
ひ
と
り
に
活
躍
で
き
る
機

会
が
平
等
に
あ
り
ま
す
か
？

・
性
別
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

・
家
族
み
ん
な
が
お
互
い
を
認

め
合
い
家
の
仕
事
も
協
力
し

あ
っ
て
い
ま
す
か
？

ンスがあり、人生を
豊かに生きる社会づ
くりを目指しましょ
う！



◎
さ
と
う
き
び
の
手
入
れ
は
適
期
に
行
い
ま
し
ょ
う
！

　

追
肥
・
培
土
は
、
さ
と
う
き
び
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
て
実

施
し
ま
す
。
こ
の
時
期
の
管
理
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
収
穫
時
の
原
料
茎
数
も
増
え
、
収
量
も
増
加
し
ま
す
。

◎
雑
草
の
生
育
が
旺
盛
に
な
る
時
期
で
す
。

　

除
草
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ

う
。
隣
の
畑
の
作
物
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
風
向
き
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
さ
つ
ま
い
も
の
植
付
け
は
今
月
中
に
！

　

で
ん
粉
用
甘
し
ょ
は
、【
早
く
植
え
終
わ
る
】
こ
と
が
重
要
で

す
。
一
日
で
も
長
く
成
長
期
間
を
確
保
す
る
た
め
、
苗
の
準
備

が
で
き
た
分
か
ら
植
付
け
ま
し
ょ
う
。

生産者の皆様へ シリーズ④　さとうきび・でん粉用甘しょの反収アップ
　　　　　　を目指して　『5月の作業編』

■問い合わせ先
　西之表市さとうきび・でんぷん用甘
　しょ増産推進会議　プロジェクト 108
　市役所農林水産課営農振興係

　℡２２‐１１１１内線２４７

『
早
期
植
付
け
』
と

『
適
期
管
理
』
で

き
び
８
ト
ン
・

甘
し
ょ
１
０
０
俵

取
り
を
目
指
そ
う
！

さとうきび
でん粉用甘しょ

西之表消防署よりお知らせ　
■問い合わせ先　西之表消防署　℡ 22‐0119

【
講
習
の
ご
案
内
】

●
１
時
間
30
分
コ
ー
ス
（
救
急
入
門
コ
ー
ス
）

　

心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

●
３
時
間
コ
ー
ス
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

　

主
に
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
＋
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

●
３
時
間
コ
ー
ス
（
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
）

　

主
に
乳
幼
児
の
心
肺
蘇
生
法
＋
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

●
４
時
間
コ
ー
ス
（
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
）

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業
所
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が

一
般
の
人
よ
り
高
い
と
想
定
さ
れ
る
方
向
け

●
８
時
間
コ
ー
ス
（
上
級
救
命
講
習
）

　

普
通
救
命
講
習
＋
外
傷
処
置
・
体
位
管
理
等

　

こ
の
数
字
は
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
か
か
る

平
均
時
間
で
す
。
8.4
分
の
間
に
適
切
な
応
急
手
当
が
行
わ
れ
る

こ
と
で
助
け
ら
れ
る
命
が
あ
り
ま
す
。
西
之
表
消
防
署
で
は
、

適
切
な
応
急
手
当
を
習
得
し
て
頂
け
る
よ
う
、
市
民
の
皆
様
や

事
業
所
等
を
対
象
と
し
て
救
命
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
切

な
方
の
命
を
救
う
た
め
に
も
、
講
習
で
適
切
な
応
急
手
当
を
身

に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

１
名
で
の
受
講
も
可
能
で
す
。

8.4　
こ
れ
何
の
数
字
？

理
等

。



４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
取
扱
い
が
変
わ
り
ま
し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
過
去
２
年

（
２
年
１
カ
月
前
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
も
同
様
で
す
。
た
だ

し
、
学
生
で
あ
っ
た
期
間
は
学
生
納
付

特
例
に
限
ら
れ
ま
す
。

法
定
免
除
期
間
の
保
険
料
の
納
付

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
法
定
免

除
（
障
害
年
金
１
級
・
２
級
の
受
給
者

や
生
活
保
護
受
給
の
方
等
が
免
除
さ
れ

る
）
期
間
の
う
ち
ご
本
人
が
申
し
出
た

期
間
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
通
常
ど

お
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
付
申
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

は
、平
成
26
年
４
月
以
降
の
期
間
で
す
。

付
加
保
険
料
の
２
年
間
納
付

　

付
加
保
険
料
は
、納
期
限
（
翌
月
末
）

ま
で
に
納
付
が
な
け
れ
ば
、
自
動
的
に

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
取
扱
で

し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
国
民
年
金

保
険
料
と
同
じ
よ
う
に
納
期
限
か
ら
２

年
間
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
※
付
加
年
金
…
月
額
４
０
０
円
で
、
年

金
額
は
２
０
０
円
×
納
付
月
数

※
付
加
年
金
は
、
申
込
を
し
た
月
か
ら

の
加
入
で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
月
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
身
体
を

動
か
し
元
気
を
維
持
す
る
た
め
に
元

気
ア
ッ
プ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

元
気
づ
く
り
を
始
め
た
い
な
と

思
っ
て
い
る
地
域
・
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

65
歳
以
上
の
方
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
な
い
方

【
教
室
の
内
容
】

・
運
動
（
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
、
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
等
）

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
講
話

・
お
口
の
健
康

・
認
知
症
予
防
等

【
教
室
の
流
れ
】

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
↓
体
操
・
ゲ
ー
ム
↓

元
気
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
↓
解
散

※
内
容
、
時
間
、
場
所
、
回
数
等
相
談

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
）

介
護
予
防
教
室
（
元
気
ア
ッ
プ
教
室
）
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

介
護
予
防
に
取
り
組
む
と
こ
ん
な
効

果
が
あ
り
ま
す
！

〇
膝
の
痛
み
が
和
ら
ぎ
、
歩
く
の
が

　

楽
に
な
る
！

〇
体
が
軽
く
な
っ
て
、
気
持
ち
も
前

　

向
き
に
な
っ
て
き
た
！

〇
足
腰
が
強
く
な
り
、
歩
き
方
が
安

　

定
し
て
き
た
！

〇
細
か
い
こ
と
を
気
に
し
な
く
な
っ

　

た
！
な
ど
な
ど



Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
24
号
機
打
上
げ
迫
る
！

　

今
月
24
日
、
陸
域
観
測
技
術
衛
星
２

号
「
だ
い
ち
２
号
」（
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ-

２
）

を
乗
せ
て
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
24
号
機

が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
「
だ
い
ち
２
号
」
は
、
陸
域
観
測
技

術
衛
星「
だ
い
ち
」の
後
継
機
で
す
。「
だ

い
ち
」
が
搭
載
し
て
い
た
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ａ

Ｒ
（
パ
ル
サ
ー
）
と
い
う
レ
ー
ダ
を
発

展
さ
せ
た
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ａ
Ｒ
２
（
パ
ル

サ
ー
２
）で
地
球
を
観
測
し
ま
す
。「
だ

い
ち
２
号
」
は
「
だ
い
ち
」
よ
り
も
一

度
に
た
く
さ
ん
の
範
囲
を
よ
り
詳
し
く

観
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
震
や

水
害
な
ど
の
災
害
対
策
や
世
界
の
森
林

面
積
の
調
査
、
水
田
で
ど
の
く
ら
い
稲

作
が
行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
幅
広
い
分

野
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
打
ち
上
げ
能
力
の
余

裕
を
利
用
し
て
小
型
副
衛
星
４
基
に
軌

道
投
入
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

■
打
上
げ
予
定
日

　

平
成
26
年
５
月
24
日
（
土
）

■
打
上
げ
予
定
時
刻

　

12
時
５
分
〜
12
時
20
分

■
打
上
げ
予
備
期
間

　

平
成
26
年
５
月
25
日
（
日
）

〜
６
月
30
日
（
月
）

※
打
上
げ
当
日
は
、
施
設
案
内
ツ
ア
ー

は
運
休
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
宇
宙
科

学
技
術
館
は
打
上
げ
後
の
安
全
確
認
後

開
館
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
宇
宙
科
学

技
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

若
田
宇
宙
飛
行
士
５
月
14
日
帰
還
予
定

　

２
０
１
３
年
11
月
か
ら
約
６
ヶ
月
間
、

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
滞
在
し
て

い
た
若
田
宇
宙
飛
行
士
が
５
月
14
日
に

ロ
シ
ア
の
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙
船
で
帰
還
す

る
予
定
で
す
。

　

若
田
宇
宙
飛
行
士
は
３
月
９
日
、
日

本
人
初
と
な
る
コ
マ
ン
ダ
ー
（
船
長
）

に
就
任
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
施
の
司
令

塔
と
し
て
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。
若
田

宇
宙
飛
行
士
の
活
躍
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（http://w
w
w
.jaxa.jp

）
陸域観測技術衛星
「だいち２号」
（ＡＬＯＳ－２）



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

中
野　

義
信

柳
原

中
野　

ス
ミ
エ

緒
方　

修
一

榕
城
中
目
緒
方　

フ
サ

岩
下　

孝

庄
司
浦

岩
下　

孝
志

毛
井　

カ
ツ
エ
野
木
平

毛
井　

惠

中
野　

新
一

柳
原

中
野　

時
子

中
里　

健
治

深
川

中
里　

ヨ
シ
エ

池
浦　

政
一

池
野

池
浦　

正
男

脇
田　

ミ
ワ
子
田
之
脇

脇
田　

鉃
夫

（
出
生
児
）

（
性
別
）
（
保
護
者
）
（
住
所
）

中
村　

柚ゆ
ず
き希

女

裕
一

上
石
寺

石
田　

陽ひ

ま

り
真
理

女

憲
央

美
浜
町

沖
田　

陽は
る
ま真

男

光
平

納
曽

古
園　

ひ
か
り

女

茂
樹

納
曽

長
野　

凛り

か花

女

寛
生

城

髙
石　

華は
な

女

浩
德

国
上
中
目

長
野　

魁か
い
り利

男

星
矢

美
浜
町

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,765 4,268 8,033 3,891
上西 257 284 541 287
下西 1,056 1,219 2,275 1,131
国上 583 650 1,233 621
伊関 205 218 423 206
安納 211 224 435 227
現和 666 693 1,359 682
安城 158 171 329 179
立山 64 55 119 61
中割 52 52 104 64
古田 207 236 443 212
住吉 447 544 991 541

［火　災］
 出火件数　 6 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　62件
 うち急病　45件

発生件数　  9 件
死 者　  0 人
負 傷 者　12人

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

小
川　

豊
和　
　

美
浜
町

　
　

＆

德
守　

照
美　
　

薩
摩
川
内
市

大
河　

翔
馬　
　

小
牧

　
　

＆

永
松　

朋
果　
　

小
牧

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご

寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,285 人（－ 338）
男性   7,671 人（－ 178）
女性   8,614 人（－ 160）

［世帯数］
世帯（－ 146）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

園
田　

一

70

西
俣

森　

政
雄

84

白
石

上
妻　

ハ
ツ
エ

93

西
俣

川
口　

ミ
ツ
エ

79

中
西

日
髙　

曻

78

住
吉
中
之
町

日
髙　

タ
カ
子

97

榕
城
中
目

松
里　

保

87

池
之
久
保

山
﨑　

實
男

82

小
牧
野

曽
木　

貢

77

柳
原

竹
之
内　

道
男

77

城

神
村　

和
典

83

川
迎

小
川　

あ
い

64

武
部

田
上　

ヒ
サ
コ

96

十
三
番

髙
尾
野　

シ
ノ
ブ

89

軍
場

豊
島　

德
義

72

川
迎

是
枝　

よ
し
子

54

桃
園

　

引
っ
越
し
た
と
き
な
ど
、
住
所
に
異
動
が

あ
っ
た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　

住
民
登
録
は
、
住
民
票
や
転
出
証
明
書
の
発

行
、
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
、
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
録
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
介
護

保
険
等
に
関
す
る
事
務
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

就
職
や
転
勤
、
大
学
へ
の
進
学
な
ど
、
住
所

等
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
期
限
内
の
届
出

を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
市
民
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
１

住
所
変
更
の
手
続
を
お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？



う
ぐ
い
す
の
初
音
の
鳴
く
を
遠
く
聞
き
迷
わ
ず
春
の
訪
れ
を
知
る

三
月
の
ま
だ
肌
寒
き
雨
の
日
に
突
如
天
変
霰あ

ら
れふ

り
く
る

冷
や
ご
は
ん
焼
き
お
に
ぎ
り
に
リ
メ
イ
ク
し
昼ひ

る
げ餉
の
卓
に
馳ち

そ
う走
と
な
り
ぬ

朝
日
降
る
バ
ラ
の
香
り
に
宿
る
露
庭
畑
め
ぐ
る
今
朝
の
ひ
と
と
き

十
五
年
続
け
来
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
き
ぼ
う
館
」
二
〇
一
四
年
の
春
に
別
れ
の
来
た
る

春
来
し
と
風
の
若
者
声
あ
げ
て
と
ど
む
を
知
ら
で
い
づ
こ
へ
向
か
う

家
ご
と
に
満
開
の
梅
緋
寒
桜
道
ぞ
い
に
は
花
山
峡
の
里

一
族
の
集
ま
り
ひ
孫
の
進
学
を
並
ぶ
祝
膳
囲
む
春
の
夜

春
来
た
り
出
番
を
待
ち
ぬ
水
田
の
水
が
は
ら
れ
し
静
か
な
る
朝

す
ぐ
そ
ば
に
歴
史
は
あ
る
と
気
が
つ
き
ぬ
史
跡
巡
り
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に

娘こ

と
孫
に
巻
き
方
の
こ
つ
を
教
え
つ
つ
五
月
五
日
の
粽

ち
ま
き

を
作
る

書
く
便
り
は
打
つ
も
の
と
な
る
返
信
に
戸
惑
う
ば
か
り
の
我
の
ペ
ン
ダ
コ

ゴ
ー
ル
ま
で
全
力
尽
く
す
選
手
ら
の
雄
姿
見
る
時
国
境
は
消
ゆ

移
り
住
む
三
十
年
の
庭
の
木
々
緑
繁
り
て
花
も
咲
き
つ
ぐ

沢
山
の
命
の
綱
に
支
え
ら
れ
一
歩
踏
み
出
す
春
風
の
中

生
か
さ
れ
て
傘
寿
路
歩
す
や
老
い
の
春

東
町
・
池
亀
カ
ヅ
エ

天
神
町
・
河
東　

鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

榕
城
中
目
・
下
村
タ
ミ
子

中
西
・
髙
重　

孝
子

東
町
・
德
永
ソ
ヨ
子

わ
ら
び
苑
・
徳
永　

實
江

住
吉
中
之
町
・
中
畠　
　

茜

西
町
・
濱
田　

千
代

野
木
平
・
日
笠
山
エ
チ
子

榕
城
中
目
・
平
田　

茂
子

東
町
・
牧
瀬　

克
英

納
曽
・
八
板　

賢
子

上
古
田
・
山
下　

和
子

納
曽
・
古
市　

律
子

区　分 島内産 島外産
入荷量 45 トン 32 トン
77 トン （58％） （42％）
取引額 825 万円 500 万円
1,325 万円 （62％） （38％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 2,183 142 6,352 545
葉 茎 菜 類 5,426 587 10,987 1,000
果 菜 類 2,031 589 5,125 1,188
そ の 他 23,467 2,561 3,798 1,047
小 計 33,107 3,879 26,262 3,780

果
物
類

かんきつ類 8,693 1,307 737 101
果 瓜 類 0 0 3 2
そ の 他 1,841 1,749 3,509 773
小 計 10,534 3,056 4,249 876

鳥卵・加工品等 1,030 422 1,241 343

花　類
52,021

888
0

0
本 本

青
果
状
況
【
3
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
5
月
の
休
み
》
3
日
・
4
日
・
5
日
・
11
日
・
14
日
・  　

　
　
　
　
　

  

18
日
・
21
日
・
25
日
・
28
日



お電話下さい!資料送ります!

6/6(金)～9(月)

鹿屋海技
TEL.0994-43-2853
FAX.0994（43）5987

取
次
店
◎
お
申
込
用
紙

　

準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

（有）折戸土木・運送
☎27-1722中種子

浜脇釣具店
☎27-3085中種子

種子島漁協中種子支所
☎27-9216中種子

南種子漁協
☎26-4620南種子

鈴モータース
☎27-1314中種子

松下モータース
☎23-1333西之表

種子島漁協本所
☎23-2070西之表

マリンハウス臼元
☎23-0121西之表

フィッシングラッキー種子島
☎23-0501西之表

まつやま釣具店
☎26-2277南種子

6/14(土)夕方6:30～　農業者研修センター（南種子）
6/15(日)　朝9:30～　中種子町中央公民館（中種子）
6/15(日)　昼1:00～　種子島産業会館　　（西之表）

船免許更新・失効講習会 学科
会場

実技
会場

西之表
中種子
南種子

いずれかの
会場で
行います。

西之表港予定

金･土:夕方6時～
日・月:朝　9時～

6/7(土)・8(日)
土:夕方6時～
日:昼1時～

2級コース
15才9ヶ月～受講可能
20t未満  距離5海里

1級コース
17才9ヶ月～受講可能
20t未満  距離 無制限

学　

科 ※最短2日で取得!

※4日間で取得!

学　

科

8.900*
※写真撮ります
　 送料もサービス !

当日受付OK!!

1級・2級とも
土・日いずれかの
半日受講

実　技

ボート免許取得!!ボート免許取得!!ボート免許取得!!

主催：㈱ボート免許センター

得
割

6月開講!!6月開講!!

※受講人数によって若干の日程変更を
行う場合もあります。ご了承下さい。

得
割

水上バ
イク

募集中
!

取得は今!!取得は今!!取得は今!!大幅割引!大幅割引!大幅割引!大幅割引!

for Hair

海を見渡せる癒しの空間

バスクライフ

西之表市西之表15396-1（川迎）　
TEL23-3220

■営業時間　AM 8：30～PM 8：30
(定休日：月曜日)

予約制

カット 3,300円
中学生 2,200円
小学生以下 1,500円

カットパーマ 6,500円～
コスメパーマ (カット込 ) 7,000円～
エアウェーブ (カット込 ) 10,000円～
縮毛矯正ストレート ( カット込 ) 10,000円～
トリートメント 2,500円～
カラーのみ 3,500円～

まつもとさん

九電工さん

■ 日　　時/2014年7月6日（日）11：00～受付・12:00～開会
■ 場　　所/アジュール竹芝
　　　　　　　地下鉄/大門駅より徒歩10分・JR線/浜松町駅より徒歩7分
　　　　　　　東京都港区海岸1-11-12   TEL（03）3437-5566
■ 会　　費/男性…8,000円 ・ 女性…5,000円
　　　　　　学生…半額
■ お申込み/関東種子島会事務局
　　　　　　 TEL（048）995-4125（午前9時～午後4時）
　　　　　　 FAX（048）995-6483

　関東種子島会は、平成６年に市の要請で、出郷者の会、黒潮会（種
子高）、種子実同窓会島睦会、現和会、草加市種子島会、南州会が合
流し発足した会です。各会の会員が相互に連携して親睦を図るとと
もに、郷土種子島の発展と社会に寄与することを目的とした会です。
　年一回の総会では、市長、県議を始め島出身の芸能人、著名人も
参加して頂き、種子島の将来のための意見交換をしたり、カラオケ
等の芸能大会や島の物品の抽選会をしたりして楽しんでいます。
　他に会を作っている方、あるいは同級生同士集まりたい方、この
会に合流して交流を深めてみませんか。

関東種子島会　会　　長  桑  山　 貢
　　　　　　　事務局長  竹之内康一
　　　　　　　　　　　  他役員一同

第17回関東種子島会に
           参加しませんか
第17回関東種子島会に
           参加しませんか
第17回関東種子島会に
           参加しませんか
第17回関東種子島会に
           参加しませんか

3 5日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の
  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の
  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の
  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の
  

黒
糖
菓
子
!


